
Short Break

50MHz モノバンド MLA の製作

図 1 製作した 50MHz モノバンド MLA

 マグネチックループアンテナの原理

MLA をネット検索しますと多くの製作記事や動作原理を記したサイトがヒットします。筆者はアンテナの動作
原理は、それほど得意とする分野ではありませんので簡単に説明するとして、今回は製作に特化した記事とし
ます。

図 2 は、MLA の等価回路です。回路は変圧器のように 1 次側と 2 次側の 2 つのコイルから構成されています。
実際にはアンテナエレメントにはコイルは見当たりませんが、高周波的にはインダクタンスの働きをする 2 つ
のループで構成されています。小さい方のループは 1 次側で給電ループと呼びます。無線機との高周波エネル
ギーの入出力を行います。大きい方のループは 2 次側です。メインループと呼び 1 次側で発生した高周波エネ
ルギーを電磁誘導で 2 次側に誘起させメインループから高周波エネルギーを輻射します。

アイコムから IC-705 が発売されてまもなく 1 年が経過します。ひょんなことから 7 ～ 28MHz までカバーする
磁界型ループアンテナ、英語では Magnetic Loop Antenna( 以下 MLA) と呼ばれるアンテナを IC-705 に接続し
て使う機会がありました。MLA を部屋の中で IC-705 に接続して 7MHz を受信してみました。受信を行ったの

はビルの 5 階の窓際ということもあ
りましたが、まるでアクティブアン
テナのように外から信号がバンバン
入ってくるのには驚きました。傍に
いたハム仲間も「これは凄い」と絶
賛していたほどです。

ある日山の上に移動し、IC-705 にこの MLA を接続して 7MHz で実運用を行いました。受信は部屋の中で行っ
たときと同様、文句なしでした。ところが、送信は受信ほど印象が強くありませんでした。IC-705 の 5W/QRP
ということもありましたが強く入感している局をコールしてもなかなかピックアップしてもらえず正直フラス
トレーションを感じました。もちろん SSB や CW でこちらから CQ を出すとそれなりの応答はありましたが、
パイルアップが続くというものではありませんでした。山の上からの QRV ということもあり少しパイルアップ
を受けることを期待していたのですが残念でした。それでもバックパックに収納できるほどのコンパクトさで、
山歩き半分、無線半分という楽しみ方の人たちには持ってこいのアンテナと思いました。

そこで、私が移動したときによ
く運用する 50MHz をターゲット
にした 50MHz モノバンド MLA
を製作することにしました。今
回その製作をご紹介します。



 マグネチックループアンテナの寸法図

製作する MLA は、50MHz 専用としています。山歩き半分、無線半分派の私のようなアマチュア無線家のため
に製作するアンテナはバックパックに入るようにすることが重要ポイントです。

小型化するためにエレメントのループは同軸ケーブルを用います。銅やアルミパイプを使うと表面積も広くな
り、アンテナの使用帯域幅も広くなることが予想できますが、ポータビリティを考えると断念せざるを得ません。
メインループを作る同軸ケーブルは、8DFB としました。同軸ケーブルの芯線と編み線の両方をアンテナエレメ
ントとして使うため、芯線と編み線はコントロールボックス内でショートさせています。こうすることで、マッ
チングの帯域幅は若干ですが広くなります。

給電ループのエレメントには RG58A/U を使いました。特にメインループと給電ループの同軸ケーブルの太さに
差をつける必要はありませんが、小型化で給電部の T 型コネクタを BNC タイプとしたいため RG-58A/U としま

図 2 MLA の等価回路

エレメント部は、給電ループもメインループも図 3 で示
すように同軸ケーブルで輪 ( ループ ) を作り、その両端に
コネクタを取付けただけです。ループは高周波回路として
RLC の回路が形成されています。メインループは、高周波
エネルギーを効率よく輻射させるため、輻射される周波数
に合わせた共振回路とする必要があります。共振すること
でループには大電流が流れ、それに伴いそのループの周り
には磁界が発生するといった原理です。参考ですがメイン
ループの共振周波数は、次式で求めることができます。こ
れは無線従事者国家試験で何度も見た公式です。

メインループが共振するとインピーダンスは非常に低くな
るため、給電ループにてインピーダンス変換を行い 50 Ω
に持ち上げます。メインループと給電ループは、トランス
のように電磁誘導にて結合しています。

図 3 50MHz モノバンド MLA の設計図



 メインループの製作

8DFB を使い、図 3 に記載のメインループを製作します。同軸ケーブルの長さは、書籍等で得た情報を元にだい
たいの長さを決めます。そのあとはディップメーターを用いてカットアンドトライで同軸ケーブルの長さを調
整し、共振周波数を 50MHz に追い込んでいきます。詳しくは、後述のメインループの調整で説明します。

ここでポイントとなるのはカットアンドトライ
で 8DFB の長さを調整する方法です。両端に取
り付ける M-P のコネクタを図 4 の左側に示した
普通の M 型コネクタとすると同軸ケーブルに一
度半田付けをすると、取り外してまた取り付け
るといった作業はほぼ不可能です。これでは長
さの調整はできません。そこで図 4 の右側に示
したコネクタであると、N 型コネクタのように
半田付けする部分は芯線の部分だけですので、
比較的簡単にカットアンドトライで同軸ケーブ
ルの長さを調整することができます。

図 4 2 種類の M 型コネクタ

メインループは、8DFB の芯線と編み線の両方を輻射エレメントとして使用します。そのため芯線と編み線を図
5 左のようにショートさせますが、これは M 型コネクタ内ではショートさせるのは難しいため、図 7 で示すよ
うにマッチングボックス内で行います。

図 5 メインループ、
給電ループの結線図

 給電ループの製作

給電ループの給電部は図 5 の右側のように結線します。このイラストではループの各先端にはコネクタは付い
ていませんが、実際は図 6 のように BNC コネクタを使い、取り外しができるように製作します。給電ループの
エレメントは、RG-58A/U を使っています。同軸ケーブル
の両端に取り付ける BNC コネクタには少し細工が必要で
す。BNC コネクタを取り付ける際、片側の BNC は芯線を
接続せず、もう一端の BNC コネクタでは編み線は接続し
ないといった取付けです。詳しくは図 5 右側の結線図を参
照してください。この同軸ケーブルの長さは、図 3 の設計
図にも記しましたが約 237mm です。調整は、後述の給電
ループの調整の項目で説明します。

図 6 完成した給電ループ



 マッチングボックスの製作

マッチングボックスの中には、図 2 の等価回路で示した可変容量コンデンサ（以下バリコン）を組み込みます。
さらに、携帯性を高めるためメインループは、マッチングボックスから取り外せるように M 型コネクタを使い
ます。構造は図 7 を参照してください。

図 7 に示したバリコンには、15pF のバリコンがパラに 2 個付いています。最初は、30pF のバリコンとして使っ

最近は、バリコンの入手が難しく、こういった製作記事を掲載しても部品入手が困難で製作を断念されるケー
スが多いと聞いています。とりあえず今回は、手持ちのバリコンで製作してみましたが、また別の機会にバリ
コン以外の部品を用いて MLA を製作したいと考えています。

 メインループの調整

製作したメインループをマッチングボックスに取り付けます。ディップメーターのコイル部をメインループの
輪の中に接近させると直径 40cm もあるループが RLC 共振回路として動作します。まずは、バリコンのローター
を半分程度ステーターから抜いた状態で図 8 のようにディップメーターを使って共振点を探ります。

注意深くディップメーターの調整ダイヤルを回しますとディップ点 ( 共振点 ) を見つけることができます。筆者
の使っているディップメーターは、三田無線研究所製の DELICA HAM-DX です。

図 8 メインループの共振周波数をディップメーターで測定する

50MHz よりはるか下の周波数に共振点がある場合
は、バリコンを調整した程度では共振点を 50MHz
まで持ち上げることはできないと思います。この
場合は、面倒ですが、同軸ケーブルを若干短くす
る必要があります。ここで図 4 の右側に示した M
型コネクタが役に立ちます。

要は、バリコンのローターを半分ぐらい抜いた
状態で 50.200MHz に共振するようにすれば、あ
とは運用周波数が変わってもバリコンの調整で
50MHz のバンド内はカバーできると思います。

バリコンの調整が非常にクリチカルである場合は、
バリコンの容量が大きすぎます。その場合は、バ
リコンのローターとステーターを外してバリコン
の容量を低くすると軽減されると思います。

て製作していましたが、希
望の周波数に合わせるのが
たいへんクリチカルであっ
たことから、使用するバリ
コンの容量を減らし、1 個
のみと使用しています。

図 7 マ ッ チ ン グ
ボックスの内部



 給電ループの調整

メインループをマッチングボックスに取り付け、さらに給電ループをメインループに電磁誘導するように近づ
づけて調整します。できあがっ
た MLA の同軸ケーブルの先端
には図 9 のようにアンテナア
ナライザーやネットワークアナ
ライザーを接続します。

図 9 給電ループ
の調整

給電ループのループ長を調整してアンテナアナライザーで SWR 値を最低にします。このループ長の調整も BNC
コネクタを RG-58A/U から外して同軸ケーブルを調整します。筆者が製作した図 9 の MLA では、50.200MHz
で SWR は 1.1 まで追い込めることができました。メインループと給電ループとは結束ファスナーで動かないよ
うに接続しています。

IC-705 を 50MHz で受信状態に設定します。MLA のバリコンを回すと IC-705 のスピーカーから出るノイズ音
が変化します。最大となる点が MLA のマッチングが取れた状態です。ピンポイントでマッチングを取るために
IC-705 を RTTY モードにして、送信状態で調整します。IC-705 のディスプレイで SWR 値を観測できるようにセッ
トし、その状態で RTTY モードで送信しながらバリコンをゆっくり回すと SWR がストンと落ちるところがある
はずです。

 あとがき

部屋の中で調整した MLA を屋外に持っていくとたちまち SWR は 3 以上となりました。SWR の調整を行うため
に IC-705 で送信しながらバリコンを回して SWR 値を最低にするのですが、SWR が最低になったからといって
バリコンのツマミから手を放すと SWR は悪化してしまいます。運用周波数、設置するアンテナの環境、あるい
は人体とアンテナの距離などの影響をものすごく受けるアンテナであると感じました。

この製作した MLA はよく飛ぶアンテナであるのかどうかはまだ、十分に比較テストを行っていませんのでよく
分かりません。他のアンテナとの比較テスト、それに入手しにくいバリコンの代わりとなるもので MLA を製作
するといった課題は積み残しとなりましたが、別の記事で結果報告をします。
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